
第２回真室川町庁舎建設委員会次第 

 

日 時  平成３０年４月２０日 

午後６時３０分～ 

場 所  真室川町役場 ３階会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 報 告 

 （１）新庁舎基本設計検討経過報告 

 

４．議 事 

 （１）町民等からの意見の基本設計への反映状況 

 （２）基本設計中間報告 

 （３）質疑、意見 

 （４）今後のスケジュール 

  4/25 広報へ概要版を掲載するとともに、ＨＰに建設委員会資料等を掲載 

  4/25～5/10 中間報告案へのパブリックコメントを受付 

  4/27・5/1・5/2 18：00～ 町内 3カ所で町民説明会 

  5/29 第 3 回建設委員会 

 （５）その他 

 

５ 閉 会 



ワークショップ等での意見等の反映状況

№ 項目 機能 基本設計への反映

1
大屋根・
屋上

屋根が大きいので除排雪の対策が心配。 想定以上の積雪量があった場合は、従来通り業者委
託をして除雪の対応をいたします。雪庇発生防止と
除排雪作業効率を検討した結果、大屋根を最小限と
しました。

2
大屋根・
屋上

屋根に穴（光を入れるためのトップライ
ト）がありますが、除雪の際に危険では
ないのでしょうか。

トップライトは屋根面から立ち上がり部があり、
ドーム状にふさがれており、落下の危険はありませ
んが、除排雪作業効率を検討した結果、取り止めと
しました。

3
大屋根・
屋上

町民広場の部分ですが、大雪や突風の際
の対策が必要なのではないでしょうか。
また、段差があると除雪機等で破損する
可能性があると思います。

維持管理、除排雪作業効率を検討した結果、大屋根
は最小限としました。

4
大屋根・
屋上

町民が屋上を自由に使えるようにしてほ
しい。休みの日も外階段で行ける展望台
や花火観覧の場所に開放してはどうか。

転落防止柵設置等の安全対策、歩行可能となる屋根
防水の付加仕様等、建設費が増額する一方、除排雪
作業に支障が生じ、また、休日の管理・監視が行き
届かないことも想定されるため、現状では難しいと
考えます。

5 会議室

会議を開くときに大きい場所があった方
がよい。（間仕切りなどで自由に広くで
きる方が使いやすい）

２階、３階に可動式間仕切りのある打合せ室、会議
室を設け、目的や参集人数に応じた利用に対応しま
す。

6 会議室

議場が３階にあるようだがその下の２階
部分も会議室を設置することはできない
のか。

会議室（打合せ室等を含む）は既存庁舎以上の面積
を確保し、更に議場を議会運営に支障の無い範囲で
開放していただきます。バス等大型車両の通行確保
の観点から議場下層階への会議室設置については行
いません。

7 議場
議場は年に数回しか使わないスペースな
ので、住民に開放するのは大賛成であ
る。

町議会のご理解を得て、議会運営に支障の無い範囲
で開放していただきます。

8 議場

議場は土日祝日に関係なく常に開放して
町民が使えるようにしてほしい。

基本的には議会運営に支障の無い範囲で開放してい
ただきます。使用に関する規定等は供用開始までに
検討します。

9 議場

夏休みの勉強開放や映画上映ができたら
いいな

議場を長期間開放することは困難ですが、教育課移
転後の中央公民館も含め既存施設の活用案を検討し
ます。

10
バリアフ
リー

高齢化を考えれば、エレベーターだけで
なくエスカレーターも設置してほしい。

エスカレーターの設置費（約1,000万円）維持費（点
検費12万円/月、電気料）を考慮し、エレベーター及
び階段による対応とします。

11
バリアフ
リー

現在の庁舎には２階などに段差があるの
で、バリアフリーな構造で高齢者や子供
に親切な構造にしてほしい。

同一フロアでは段差がないフラットな床面を基本と
しています。

12 表示

ポスターの掲示する場所が尐ないので、
イベント広場やホールに町等のイベント
を周知する方法を工夫してほしい。

見やすく分かり易い掲示場所、表示方法を検討しま
す。

13 表示
町民が迷うことのないよう所属の表示や
案内を分かりやすくしてほしい。

見やすく分かり易い案内表示方法を検討します。

14 総合窓口

電話交換は静かな環境の方がよい。 電話交換方式ではなく、各課直通（ダイヤルイン）
方式の採用を検討いたします。
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ワークショップ等での意見等の反映状況

№ 項目 機能 基本設計への反映

15
開放ス
ペース

読書のできる図書スペースがあればいい
な（中央公民館より移設）

教育課移転後の中央公民館も含め既存施設の活用案
を検討します。

16
開放ス
ペース

子どもたちが夏休みなどに自由に使える
冷房設備のある学習スペースがあったほ
うがよい。

庁舎会議室を長時間開放することは困難ですが、既
存施設（情報センター）の活用を検討します。

17
開放ス
ペース

町の情報公開の資料室を設置してほし
い。

一般的情報は町民の利便性向上が図られるように提
供方法を検討し、情報公開請求への開示対応は相談
室等で行います。

18
開放ス
ペース

会議や工芸教室、ワークショップ等を気
軽に行えるようにできればいいな

庁舎会議室を長時間開放することは困難ですが、既
存施設（情報センター）の活用を検討します。

19 トイレ

表示を大きく分かりやすいものに。ま
た、提案されている設計では数も尐ない
ように感じるのでもっと多い方がよいの
では。

場所がわかりやすい表示とし、過不足ない設定に努
めます。

20 トイレ

町民広場付近に閉庁時やイベント時に使
える外トイレがあった方が便利だと思い
ます。

町民の利便性を考慮し、検討します。

21 トイレ

高齢者等に配慮して洋式トイレを多く設
置してほしい。

原則、庁舎内トイレは洋式化します。

22 トイレ

女性用トイレと授乳室の位置は隣接して
いる方がよい。

通路を隔てた位置に設定しています。

23 トイレ

子供用のトイレもあった方がよい。 利用頻度を検討し、多目的トイレの中に設置可能か
検討します。

24
キッズス
ペース

キッズスペースとトイレはおむつ交換等
を考えれば近い方がよい。

可能な限り、意見を反映できるよう検討いたしま
す。

25
町民カ
フェ

売店や食堂を置き、年中無休で開放し、
常に飲食可能であるようにしてほしい。

近隣商店への影響や現在の町立病院の状況を参考に
来庁者数の規模から採算性の面で難しいものと思わ
れます。自動販売機での対応も含め検討します。

26
町民ホー
ル・ロ
ビー

お茶・コーヒー・水を無料で自由に飲め
るスペースがあったらよいと思います。

無料提供は考えておりません。自販機の設置を検討
します。

27
町民ホー
ル・ロ
ビー

バスの待合等に座るスペースやテレビを
見るスペースも必要。

町民ホールにバス待合を設置し、利便性が向上する
よう検討します。

28
町民ホー
ル・ロ
ビー

町民の趣味等を展示するギャラリース
ペースを設置してほしい。

既存施設（情報センター）の活用を含め、意見を参
考に検討します。

29
町民ホー
ル・ロ
ビー

写真展や絵画展、漬物コンテスト（例え
ば）等の地域住民が活動できるような企
画を開催できればいいな

既存施設（情報センター）の活用を含め、意見を参
考に検討します。

30
町民ホー
ル・ロ
ビー

自由展示又は駅前地区自慢ができればい
いな

既存施設（情報センター）の活用を含め、意見を参
考に検討します。
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ワークショップ等での意見等の反映状況

№ 項目 機能 基本設計への反映

31
町民ホー
ル・ロ
ビー

踊りや歌の練習ができればいいな 教育課移転後の中央公民館も含め既存施設の活用案
を検討します。

32
町民ホー
ル・ロ
ビー

町民ホールや開放スペースは床暖房にで
きないか。

１階町民ホール、町民ロビーは床暖房設備を、小会
議室や町民研修室などその他の開放スペースは使用
時に稼働できる冷暖房設備を計画しています。

33
町民ホー
ル・ロ
ビー

町民広場側にも入り口があった方が使い
やすいと思う。

南側からの出入り口も設置します。

34
町民ホー
ル・ロ
ビー

町民ホールや通路は雤や雪で滑りにく材
質の方がよい。また、清掃しやすい材質
の方がよい。

利用者の安全性に配慮し、実施設計に反映させま
す。

35 執務室

町長室は奥ではなく入口近くに設置し、
ガラス張りにして町長が在席しているの
かどうか見えるようにしてほしい。

常時、三役の連携を図り、また、総務課等執務室と
も連携が必要があることから、町長室を入り口付近
に配置することは非効率的と考えます。町長の在
庁、執務状況等がわかりやすいようガラス張りの執
務室とし、１階町民ホール付近に三役の在席状況を
表示します。

36 執務室

課長の机の位置は奥ではなくカウンター
の近くにしてほしい。

職員全員が業務内容と町民を理解し、役割を担える
よう人材育成に努めますので、管理職級職員の窓口
配置は考えておりません。

37 給湯室

来客時の湯茶接待が多いと思われるの
で、給湯室は町長室や応接室から離れた
場所ではない方がよい。

町長等への来客時の湯茶接待を担当する総務課に近
い場所に給湯室を設置します。

38
省エネ対
策

風通しの良い構造とし、自然な風による
冷房が体に良く、省エネ対策になる。

自然換気や夜間・早朝の冷気導入などによる省エネ
ルギー対策を実施します。

39
省エネ対
策

ＬＥＤライト等で省エネ対策をするとと
もに維持管理コストの低減を図ってほし
い。

省エネ対策、維持管理コストの低減を目指す設計と
しています。

40
省エネ対
策

雪を貯蔵し、冷房に活用できないか。 技術的に可能ですが、雪冷房の初度費用・維持費用
は、一般的な冷房の５割増しで、貯雪スペースの確
保や冷気発生・送風設備費や維持管理を含めた費用
対効果の面で課題があるものと思われます。冷房使
用日数を考慮し、空冷ヒートポンプチラーによる冷
房とします。

41
省エネ対
策

現庁舎や町民体育館にもあるので、太陽
光発電があった方がよい。

壁付設置は費用対効果面から不採算であり、屋上等
への設置も建物荷重対応、積雪対策等課題が多く、
設置は困難です。停電時の電力確保のため、自家発
電装置を設置します。

42 設備
自動販売機は、現在は外に１台しかない
ので室内にいくつか設置してほしい。

現在設置されている自動販売機を含め、設置台数・
設置場所については様々な点を考慮し検討してまい
ります。

43 設備
ＡＴＭがあった方が支払いの際や職員も
便利なのでは。

ＡＴＭ設置について金融機関の意向を確認し、検討
します。

44 設備

災害時に使えるシャワー室等も必要なの
ではないでしょうか。

庁舎は大規模災害発生時の二次避難所ではありませ
ん。大規模災害が発生した場合には、中央公民館な
どの二次避難所に自衛隊等関係各所と連携した対応
を検討します。
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ワークショップ等での意見等の反映状況

№ 項目 機能 基本設計への反映

45
禁煙・分
煙

敷地全面禁煙にしてほしい。 庁舎内は現行どおり施設内全面禁煙といたします。

46
禁煙・分
煙

来庁者や職員が外の見えない場所でこそ
こそ喫煙するより、屋上や目立たない場
所に喫煙所を設置し、分煙した方がよ
い。

庁舎内は現行どおり施設内全面禁煙といたします
が、喫煙される来庁者にも配慮し、分煙化を検討し
ます。

47 駐車場

駐車場の融雪対策を万全にしてほしい。 地下水利用の融雪は近隣者への影響が大きく、地下
熱利用は費用対効果の面に大きな課題があり、大屋
根下以外の駐車場・通路は機械除雪で対応します。

48 駐車場

玄関前の駐車スペースが数台あるが、高
齢化等を考えればもっと多い方がよい。

大屋根の下に設定できる障害者等駐車場には限りが
ありますが、庁舎南側や健康管理センター前にも設
けます。

49 町民広場

雪を気にせず冬でも使える工夫をしてほ
しい。

庁舎周辺広場は駐車場等の除排雪場所となるため、
冬期間の利用は困難です。現庁舎解体後の敷地を含
めた土地利用計画は改めて検討します。

50 町民広場

イベントができたらいいな（奥にステー
ジがあればよいのでは）

51 町民広場

ビアガーデンやさんままつり等のイベン
トができればいいな

52 町民広場

町の特産品を集めてフェアやパーティー
等色々できるといいな

53 町民広場
趣味を活かしたイベントができればいい
な

54 町民広場
バザー等を開催し、にぎわいがあればい
いな

55 町民広場

土日も含めて、調理及び飲食できるス
ペースがあるといいな

火気を自由に取り扱うことは想定していません。
調理が必要なイベント等は健康管理センターの活用
も検討します。

56 その他

町内在住者で他町村や県に勤務する職員
から、どの様な機能が必要か聞いてみる
のもよいのでは。

県内外の事例研究、県内市町村との意見交換で得ら
れた知見を設計案に反映しています。

大屋根が覆う範囲を正面玄関側のみに限定しまし
た。
外構工事計画の策定において、駐車場・広場の配
置、面積を検討します。
周辺の居住者や庁舎利用者に迷惑が掛からない利用
形態、利用区域を検討します。
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真福 祉 発第 940 号 

平成 30 年 3 月 5 日 

 

 

真室川町地域福祉計画推進委員  各 位 

 

 

真室川町長 新田隆治 

 

新庁舎建設に伴う福祉課の在り方の検討結果について 

 

日頃より、町行政とりわけ福祉行政に対しまして、ご理解とご協力を賜り深

謝申し上げます。 

さて、真室川町役場新庁舎建設に伴う福祉課業務の在り方につきましては、

アンケート並びに意見交換会にご協力いただきありがとうございました。 

頂戴いたしました貴重なご意見を参考とさせていただき、庁内調整会議にて

再検討した結果、現行どおり福祉課をヘルスケアーセンターまむろ川に置き、

ワンストップサービスの実効性を高め、あわせて、申請手続き等の簡素化を進

めることといたしました。 

今後とも、町行政にご協力を宜しくお願いします。 

 

記 

 

1.検討の経過 

12/7   町長より新庁舎と福祉課の在り方について検討の指示 

12/8-28  福祉課内で検討 

12/14-25 地域福祉計画推進委員へのアンケート調査の実施 

1/11   ヘルスケアーセンターまむろ川総合調整会議で検討 

1/12   地域福祉計画推進委員会で意見聴取 

1/15   政策調整会議(課長会議)へ検討内容資料説明 

1/26   庁舎建設庁内調整会議(課長会議)で最終決定 

 

  2.最終決定内容(次ページをご覧ください) 

 

 

 

福祉課総合福祉担当 

課長補佐 佐藤光宣 

電話６２－３４３６ 



新庁舎建設に伴う福祉課の在り方について 

 

○基本的な考え方 

現行どおり福祉課をヘルスケアーセンターまむろ川に置き、ワンストップ

サービスの実効性を高め、申請手続きの簡素化等、町民の利便向上を進める。 

 

○具体的なサービス改善策 

①諸証明等の発行、町税等の収納について 

住民票、印鑑証明、税証明（課税、納税、評価）の発行。 

（住民異動の手続き、戸籍や医療証の発行は出来ません。） 

納付書による税等（町税、保険料、上・下水道料、住宅料等）の収納。 

 （システムの変更や要綱等の整備、職員体制の整備、町民への周知期間が 

  必要ですが、可能な限り新年度からの対応をめざします。） 

 

②申請手続きの簡素化とわかりやすい福祉の手引きの整備 

障がい・高齢者福祉等の申請手続きの簡素化。 

（マイナンバーの利用、類似書類の一元化、継続申請の書類簡便化） 

わかりやすい福祉の手引き（制度、申請窓口、必要な書類など）の整備。 

 

③役場に総合窓口の設置 

現在、本庁舎町民課住民窓口担当で一部の福祉申請書等を受理。 

新庁舎において、総合窓口の設置を検討。 

 


